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はじめに

2019年 9 月に、宇都宮大学第 1回コラボレー

ション・フェアが開催されることになった。こ

の催しは、これまでいわゆる理系学部を中心に

した産学共同の研究やその成果紹介のための企

業交流会であったものを、文理を問わず宇都宮

大学全体の教育研究活動を広く地域に発信する

ための企画として再定義され、今年度から実施

されたものである。これを機会に、多文化公共

圏センターとして、国際学部関係教員と本セン

ターがこれまで行ってきた教育研究と取組みを

紹介することとした。その際、近年注目され、

宇都宮大学としても積極的に関わっていくこと

になった国連の持続可能な開発目標（SDGs）

と結びつけることにより、効果的な教育研究

の紹介ができると考え、関係教員の教育研究

とSDGsとの関連付けを試みた （https://www.

unic.or.jp/activities/economic_social_development/

sustainable_development/2030agenda/）。

本稿では、上記コラボレーション・フェアで

報告された関連付けに関する調査内容を紹介す

るとともに、SDGsに関して先進的取組みを進

めてきている岡山大学において筆者が実施した

聞き取り調査を踏まえ、今後の国際学部と多文

化公共圏センターの教育研究の展開について考

察する。

SDGsと国際学部関係教員の教育研究―試行的

調査

2019年 7 月に国際学部教授会において、関係

教員全員の教育研究とSDGsの17の目標との関

係を確認するための調査を実施する旨を報告し

たうえで調査を開始し、全教員から回答を得

た。調査に際して、教育については担当科目ご

とに各目標との関連の有無を尋ねた。また、研

究に関しては、これまで実施してきた個別の具

体的な研究テーマと各目標との関連を尋ねた。

担当科目、研究テーマのいずれについても、関

連する目標の数には制限がないこととした。

調査の結果を教育（担当科目と目標との関

連：表 1）と研究（個別の具体的研究テーマと

目標との関連：表 2）に分けて集約した。 2つ

の表を見ると、教育と研究のいずれについて

も、17全ての目標と関連している科目やテーマ

から、特定の目標と関連しているものまでさま

ざまであった。具体的には、「グローバル」、

「環境」、「国際」、「多文化」に関わる授業

科目は多くの目標と関係しており、ほとんどの

科目が複数の目標と関係していることが確認で

きた。研究についても、「環境」や「国際協

力」、「国際政治」のような世界や社会全体に

関わる問題を取り上げる課題や、グローバル教

育、多文化教育に関わるテーマは多くの目標と

関係していた。

このような関連の状況は、社会問題の解決と

いう課題が多くの学問領域と関わっていること

を示していると同時に、国際学部の特徴でもあ

る多文化共生教育のための学際的教育研究を反

映しているといえよう。また、全教員の担当科

目と研究テーマが、少なくとも一つの目標と関

係しており、国際学部の教育研究が全体として

SDGsと深くかかわっていることが示された。

なお、研究については、教育と比較すると個別

の目標のみと関連するテーマも少なくないが、
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これは、研究においては、より焦点を絞った具

体的なテーマが設定されているためと考えられ

る。

今回の調査では、調査対象となった関係教員

の全員がかならずしもSDGsについて深い理解

を共有している状況ではなかったが、これまで

国際学部が取り組んできた教育研究が17の目標

と密接に結びついていることが示された。世界

の多くの国で共有されている目標の達成に貢献

することを新たな学部の教育研究目標として設

定することにより、今後、これまで以上に組織

的な教育研究を展開していくことができるもの

と思われる。

岡山大学での聞き取り調査

2 0 1 9年11月15日に岡山大学において、

SDGs、並びに関係する取組みについての聞き

取りを行った。対応者は、高橋香代理事（企

画・評価・総務）、伊野英男副理事（教育、戦

略的IR/IE）、横井篤文副学長（海外戦略）、

山本由美子准教授の 4名であった。ここでは、

国際学部と多文化公共圏センターの取組みに関

係する内容を要約して報告する。

・岡山大学も、まず、バックキャスティングを

行うことから始めた。つまり、これまでの大学

や地域の歴史を振り返り、すでに行ってきた取

組みがSDGsとどのように結び付くかを確認す

る。その作業を通じて見えてくることもある。

組織の特徴を生かした取組みは何かを探す。

・SDGsは、すでに社会のあらゆるセクターで

受け入れられている。高校でも、就職先である

企業等も進めており、大学での対応も不可欠。

・社会の流れを把握しつつ対応する必要があ

る。現在は第 1段階であり、バックキャスト中

心だが、今後は第 2段階に入り、先付けマッピ

ングをして優先順位を決めて進めていく必要が

ある。

・SDGsのさらに先を見た目標設定はすでに議

論されている。また、このような目標は、各

国、各組織が常に更新しており、 3年ごと、速

ければ 1年くらいでも流れや風は変わる。進む

方向は変えず、その流れや風をうまくとらえ

て、推進力にしていく必要がある。

・原発問題や宗教間対話、多文化共生などの問

題は先進的であり、SDGsでは取り上げられて

いない今後の課題として認識されている。

・国際機関や企業などが、インターネット上で

世界を直接見渡している。発信することが重要

であり、フィードバックを得て、さらに取組み

行い、また発信する。世界中が「優れた取組み

（good practice）」を探している。

今後の教育研究の展開について

岡山大学での聞き取りを踏まえ、今後の国際

学部の教育研究と多文化公共圏センターにおけ

る取組について考察する。

まず、この度の調査は、国際学部関係教員

がこれまでに行ってきた取組みを振り返り、

SGDsと関連付けるバックキャスティングの試

みであった（なお、その結果を紹介したコラボ

レーション・フェアでは、栃木県内の自治体、

商工会議所の関係者から助言を依頼されるな

ど、地域との連携の可能性を示すフィードバッ

クを得ることができた）。本稿では、この調査

結果を簡潔に要約したが、改めてわれわれがこ

れまでに行ってきた教育研究と取組みを振り返

り、反省することが、これからの展開を意味の

あるものとするための原点になると考えられ

る。

そのうえでの先付マッピングとしては、

SDGsとその先を見据えた取組みとして、多

文化共生を目標に掲げることは有益と思われ

る。個別の目標としては、質の高い教育（目

標 4）、ジェンダー平等（目標 5）、人や国の

不平等をなくす（目標10）、平和と公正（目標

16）、パートナーシップ（目標17）などに関す
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る取組み、さらには、多文化共生の前提ともな

る環境問題に関連して、気候変動への対応（目

標13）は、国際学部としてとくに重要であると

考えられる。また、原発問題への対応は、これ

らを総合したテーマともいえるだろう。

今後は、これらの国際学部の特徴と強みを生

かしながら、他学部との文理融合的教育研究、

地域の市民団体や自治体、企業との連携などを

進めることによって、目標全体の推進や次なる

目標設定にむけて貢献することを目指すべきと

考える。

表1　国際学部関係教員の担当科目とSDGs国際学部関係教員の担当科目とSDGs

教員名

重田康博

国際協力論
地球市民社会
論グローバル・i
演習研究Ⅰ・
Ⅱ

国際協力論
地球市民社会
論グローバル・i
演習研究Ⅰ・
Ⅱ

国際協力論
地球市民社会
論グローバル・i
演習研究Ⅰ・
Ⅱ

国際協力論
地球市民社会
論グローバル・i
演習研究Ⅰ・
Ⅱ

国際協力論
地球市民社会
論グローバル・i
演習研究Ⅰ・
Ⅱ

国際協力論
地球市民社会
論グローバル・i
演習研究Ⅰ・
Ⅱ

グローバル・i演
習研究Ⅰ・Ⅱ

グローバル・i演
習研究Ⅰ・Ⅱ

グローバル・i演
習研究Ⅰ・Ⅱ

国際協力論
地球市民社会
論グローバル・i
演習研究Ⅰ・
Ⅱ

国際協力論
地球市民社会
論グローバル・i
演習研究Ⅰ・
Ⅱ

グローバル・i演
習研究Ⅰ・Ⅱ

地球市民社
会論グローバ
ル・i演習研究
Ⅰ・Ⅱ

グローバル・i演
習研究Ⅰ・Ⅱ

地球市民社
会論グローバ
ル・i演習研究
Ⅰ・Ⅱ

国際協力論
地球市民社会
論グローバル・i
演習研究Ⅰ・
Ⅱ

国際協力論地
球市民社会論
グローバル・i演
習研究Ⅰ・Ⅱ

髙橋若菜

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

湯本浩之

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

藤井広重

国際法
国際人権論
国際化と人権
国際法演習

国際人権論
国際化と人権

国際人権論
国際化と人権

国際法
国際人権論
国際化と人権
国際法演習

国際法
国際人権論
国際化と人権
国際法演習

国際人権論
国際化と人権

国際人権論
国際化と人権

国際人権論
国際化と人権

国際法
国際人権論
国際化と人権
国際法演習

国際人権論
国際化と人権

国際人権論
国際化と人権

国際人権論
国際化と人権

国際人権論
国際化と人権

国際人権論
国際化と人権

国際法
国際人権論
国際化と人権
国際法演習

国際法
国際人権論
国際化と人権
国際法演習

阪本公美子

途上国経済発
展論
アフリカ論
東アフリカの社会
開発と文化I, II

途上国経済発
展論
アフリカ論
アフリカ学入門

途上国経済発
展論
アフリカ論
東アフリカの社会
開発と文化I, II
アフリカ学入門

途上国経済発
展論
東アフリカの社会
開発と文化I, II

途上国経済発
展論
アフリカ論
アフリカ学入門
東アフリカの社会
開発と文化I, II

途上国経済発
展論
アフリカ、
東アフリカの社会
開発と文化I, II

途上国経済
発展論
アフリカ論

途上国経済
発展論

途上国経済発
展論
アフリカ論
東アフリカの社会
開発と文化I, II
アフリカ学入門

途上国経済
発展論

途上国経済
発展論

途上国経済
発展論

アフリカ学入門
東アフリカの社
会開発と文化

アフリカ論
途上国経済
発展論

途上国経済
発展論

戚傑

移民と多文化教育

グローバル化と外国
人児童生徒教育

移民と多文化教育

グローバル化と外国
人児童生徒教育

移民と多文化教育

グローバル化と外国
人児童生徒教育

移民と多文化教育

グローバル化と外国
人児童生徒教育

移民と多文化教育

グローバル化と外国
人児童生徒教育

移民と多文化教育

グローバル化と外国
人児童生徒教育

移民と多文化教育

グローバル化と外国
人児童生徒教育

移民と多文化教育

グローバル化と外国
人児童生徒教育

移民と多文化教育

グローバル化と外国
人児童生徒教育

移民と多文化教育

グローバル化と外国
人児童生徒教育

移民と多文化教育

グローバル化と外国
人児童生徒教育

マリー
ケオマノータム

東南アジア論
タイ都市社会
論

東南アジア論
タイ都市社会
論

東南アジア論
タイ都市社会
論

東南アジア論
タイ都市社会論
ジェンダー論
現代日本の社会
(基盤)

東南アジア論
タイ都市社会
論

東南アジア論
タイ都市社会
論

東南アジア論
タイ都市社会
論

東南アジア論
タイ都市社会
論

東南アジア論
タイ都市社会
論

栗原俊輔

グローバルガバナン
ス概論

海外フィールドワー
ク演習I・II
グローバルガバナン
ス論入門（基

グローバルガバナン
ス概論

海外フィールドワー
ク演習I・II
グローバルガバナン
ス論入門（基

グローバルガバナン
ス概論

海外フィールドワー
ク演習I・II
グローバルガバナン
ス論入門（基

グローバルガバナン
ス概論

海外フィールドワー
ク演習I・II
グローバルガバナン
ス論入門（基

グローバルガバナン
ス概論

海外フィールドワー
ク演習I・II
グローバルガバナン
ス論入門（基

グローバルガバナン
ス概論

海外フィールドワー
ク演習I・II
グローバルガバナン
ス論入門（基

グローバルガバナン
ス概論

海外フィールドワー
ク演習I・II
グローバルガバナン
ス論入門（基

グローバルガバナン
ス概論

海外フィールドワー
ク演習I・II
グローバルガバナン
ス論入門（基

グローバルガバナン
ス概論

海外フィールドワー
ク演習I・II
グローバルガバナン
ス論入門（基

清水奈名子

多文化共生コ
アA（国際関
係論）
国際機構論

3.11と学問の
不確かさ（基
盤）

多文化共生コアA
（国際関係論）
国際機構論

ジェンダー論
3.11と学問の不確

3.11と学問の
不確かさ（基
盤）

多文化共生コ
アA（国際関
係論）
国際機構論

3.11と学問の
不確かさ（基
盤）

3.11と学問の
不確かさ（基
盤）

多文化共生コアA
（国際関係論）
国際機構論

3.11と学問の不確
かさ（基盤）

多文化共生コアA
（国際関係論）
国際機構論

丁貴連

比較文学・韓
国文学（基
盤）

ジェンダー論
比較文学・韓
国文学（基
盤）

ジェンダー論 韓国文化論
比較文学・韓
国文学（基
盤）

韓国文化論 比較文学
韓国文学
（基盤）

比較文学・韓
国文学(基
盤）

松金公正

中国文化論 中国文化論
アジアの歴史
と思想

中国文化論
アジアの歴史
と思想

中国文化論
アジアの歴史
と思想

中国文化論
アジアの歴史
と思想

中国文化論 中国文化論

田巻松雄

現代日本社
会論

人の国際移動と日
本
グローカル・イシュー
研究演習Ⅰ・Ⅱ
グローカル化と外国
人児童生徒教育

多文化共生
基礎科目H
（国際社会
論）

古村学

社会調査法
入門
地域社会論

社会調査法
入門
地域社会論

社会調査法
入門
地域社会論

社会調査法
入門
地域社会論

社会調査法
入門
地域社会論

松尾昌樹

地域研究論
中東地域研
究

地域研究論
中東地域研
究

地域研究論
中東地域研
究

地域研究論
中東地域研
究

地域研究論
中東地域研
究

地域研究論
中東地域研
究

地域研究論
中東地域研
究

地域研究論
中東地域研
究

スエヨシ　アナ

ジェンダー論
（ラテンアメリ
カにおけるジェ
ンダー）

金子亜美

多文化共生
基礎C（文化
人類学）

多文化共生
基礎C（文化
人類学）

多文化共生基礎C
（文化人類学）

スペイン語講読

高山道代

日本語論
日本語史

ジェンダー論 日本語論
日本語史

出羽尚

イギリス文化
論

イギリス文化
論

多文化共生基
礎

多文化共生基
礎

立花有希

多文化共生教
育
グローバル化と
外国人児童生
徒教育

多文化共生
論入門
多文化共生
教育

多文化共生
論入門

多文化共生
論入門

佐々木一隆

言語学
言語学演習
言語比較論

言語学
言語比較論

言語学
言語比較論

倪 永茂

情報と倫理、
情報ネットワー
ク概論

情報と倫理、
情報ネットワー
ク概論

鎌田美千子

日本語教育方法
論
日本語教育方法
論演習
日本語教育概論
日本語教育特別

日本語教育方法
論
日本語教育方法
論演習
日本語教育概論
日本語教育特別
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国際学部関係教員の担当科目とSDGs

教員名

重田康博

国際協力論
地球市民社会
論グローバル・i
演習研究Ⅰ・
Ⅱ

国際協力論
地球市民社会
論グローバル・i
演習研究Ⅰ・
Ⅱ

国際協力論
地球市民社会
論グローバル・i
演習研究Ⅰ・
Ⅱ

国際協力論
地球市民社会
論グローバル・i
演習研究Ⅰ・
Ⅱ

国際協力論
地球市民社会
論グローバル・i
演習研究Ⅰ・
Ⅱ

国際協力論
地球市民社会
論グローバル・i
演習研究Ⅰ・
Ⅱ

グローバル・i演
習研究Ⅰ・Ⅱ

グローバル・i演
習研究Ⅰ・Ⅱ

グローバル・i演
習研究Ⅰ・Ⅱ

国際協力論
地球市民社会
論グローバル・i
演習研究Ⅰ・
Ⅱ

国際協力論
地球市民社会
論グローバル・i
演習研究Ⅰ・
Ⅱ

グローバル・i演
習研究Ⅰ・Ⅱ

地球市民社
会論グローバ
ル・i演習研究
Ⅰ・Ⅱ

グローバル・i演
習研究Ⅰ・Ⅱ

地球市民社
会論グローバ
ル・i演習研究
Ⅰ・Ⅱ

国際協力論
地球市民社会
論グローバル・i
演習研究Ⅰ・
Ⅱ

国際協力論地
球市民社会論
グローバル・i演
習研究Ⅰ・Ⅱ

髙橋若菜

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

環境と国際協
力
地球環境政策
論
環境と国際社

湯本浩之

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

グローバル教
育論

藤井広重

国際法
国際人権論
国際化と人権
国際法演習

国際人権論
国際化と人権

国際人権論
国際化と人権

国際法
国際人権論
国際化と人権
国際法演習

国際法
国際人権論
国際化と人権
国際法演習

国際人権論
国際化と人権

国際人権論
国際化と人権

国際人権論
国際化と人権

国際法
国際人権論
国際化と人権
国際法演習

国際人権論
国際化と人権

国際人権論
国際化と人権

国際人権論
国際化と人権

国際人権論
国際化と人権

国際人権論
国際化と人権

国際法
国際人権論
国際化と人権
国際法演習

国際法
国際人権論
国際化と人権
国際法演習

阪本公美子

途上国経済発
展論
アフリカ論
東アフリカの社会
開発と文化I, II

途上国経済発
展論
アフリカ論
アフリカ学入門

途上国経済発
展論
アフリカ論
東アフリカの社会
開発と文化I, II
アフリカ学入門

途上国経済発
展論
東アフリカの社会
開発と文化I, II

途上国経済発
展論
アフリカ論
アフリカ学入門
東アフリカの社会
開発と文化I, II

途上国経済発
展論
アフリカ、
東アフリカの社会
開発と文化I, II

途上国経済
発展論
アフリカ論

途上国経済
発展論

途上国経済発
展論
アフリカ論
東アフリカの社会
開発と文化I, II
アフリカ学入門

途上国経済
発展論

途上国経済
発展論

途上国経済
発展論

アフリカ学入門
東アフリカの社
会開発と文化

アフリカ論
途上国経済
発展論

途上国経済
発展論

戚傑

移民と多文化教育

グローバル化と外国
人児童生徒教育

移民と多文化教育

グローバル化と外国
人児童生徒教育

移民と多文化教育

グローバル化と外国
人児童生徒教育

移民と多文化教育

グローバル化と外国
人児童生徒教育

移民と多文化教育

グローバル化と外国
人児童生徒教育

移民と多文化教育

グローバル化と外国
人児童生徒教育

移民と多文化教育

グローバル化と外国
人児童生徒教育

移民と多文化教育

グローバル化と外国
人児童生徒教育

移民と多文化教育

グローバル化と外国
人児童生徒教育

移民と多文化教育

グローバル化と外国
人児童生徒教育

移民と多文化教育

グローバル化と外国
人児童生徒教育

マリー
ケオマノータム

東南アジア論
タイ都市社会
論

東南アジア論
タイ都市社会
論

東南アジア論
タイ都市社会
論

東南アジア論
タイ都市社会論
ジェンダー論
現代日本の社会
(基盤)

東南アジア論
タイ都市社会
論

東南アジア論
タイ都市社会
論

東南アジア論
タイ都市社会
論

東南アジア論
タイ都市社会
論

東南アジア論
タイ都市社会
論

栗原俊輔

グローバルガバナン
ス概論

海外フィールドワー
ク演習I・II
グローバルガバナン
ス論入門（基

グローバルガバナン
ス概論

海外フィールドワー
ク演習I・II
グローバルガバナン
ス論入門（基

グローバルガバナン
ス概論

海外フィールドワー
ク演習I・II
グローバルガバナン
ス論入門（基

グローバルガバナン
ス概論

海外フィールドワー
ク演習I・II
グローバルガバナン
ス論入門（基

グローバルガバナン
ス概論

海外フィールドワー
ク演習I・II
グローバルガバナン
ス論入門（基

グローバルガバナン
ス概論

海外フィールドワー
ク演習I・II
グローバルガバナン
ス論入門（基

グローバルガバナン
ス概論

海外フィールドワー
ク演習I・II
グローバルガバナン
ス論入門（基

グローバルガバナン
ス概論

海外フィールドワー
ク演習I・II
グローバルガバナン
ス論入門（基

グローバルガバナン
ス概論

海外フィールドワー
ク演習I・II
グローバルガバナン
ス論入門（基

清水奈名子

多文化共生コ
アA（国際関
係論）
国際機構論

3.11と学問の
不確かさ（基
盤）

多文化共生コアA
（国際関係論）
国際機構論

ジェンダー論
3.11と学問の不確

3.11と学問の
不確かさ（基
盤）

多文化共生コ
アA（国際関
係論）
国際機構論

3.11と学問の
不確かさ（基
盤）

3.11と学問の
不確かさ（基
盤）

多文化共生コアA
（国際関係論）
国際機構論

3.11と学問の不確
かさ（基盤）

多文化共生コアA
（国際関係論）
国際機構論

丁貴連

比較文学・韓
国文学（基
盤）

ジェンダー論
比較文学・韓
国文学（基
盤）

ジェンダー論 韓国文化論
比較文学・韓
国文学（基
盤）

韓国文化論 比較文学
韓国文学
（基盤）

比較文学・韓
国文学(基
盤）

松金公正

中国文化論 中国文化論
アジアの歴史
と思想

中国文化論
アジアの歴史
と思想

中国文化論
アジアの歴史
と思想

中国文化論
アジアの歴史
と思想

中国文化論 中国文化論

田巻松雄

現代日本社
会論

人の国際移動と日
本
グローカル・イシュー
研究演習Ⅰ・Ⅱ
グローカル化と外国
人児童生徒教育

多文化共生
基礎科目H
（国際社会
論）

古村学

社会調査法
入門
地域社会論

社会調査法
入門
地域社会論

社会調査法
入門
地域社会論

社会調査法
入門
地域社会論

社会調査法
入門
地域社会論

松尾昌樹

地域研究論
中東地域研
究

地域研究論
中東地域研
究

地域研究論
中東地域研
究

地域研究論
中東地域研
究

地域研究論
中東地域研
究

地域研究論
中東地域研
究

地域研究論
中東地域研
究

地域研究論
中東地域研
究

スエヨシ　アナ

ジェンダー論
（ラテンアメリ
カにおけるジェ
ンダー）

金子亜美

多文化共生
基礎C（文化
人類学）

多文化共生
基礎C（文化
人類学）

多文化共生基礎C
（文化人類学）

スペイン語講読

高山道代

日本語論
日本語史

ジェンダー論 日本語論
日本語史

出羽尚

イギリス文化
論

イギリス文化
論

多文化共生基
礎

多文化共生基
礎

立花有希

多文化共生教
育
グローバル化と
外国人児童生
徒教育

多文化共生
論入門
多文化共生
教育

多文化共生
論入門

多文化共生
論入門

佐々木一隆

言語学
言語学演習
言語比較論

言語学
言語比較論

言語学
言語比較論

倪 永茂

情報と倫理、
情報ネットワー
ク概論

情報と倫理、
情報ネットワー
ク概論

鎌田美千子

日本語教育方法
論
日本語教育方法
論演習
日本語教育概論
日本語教育特別

日本語教育方法
論
日本語教育方法
論演習
日本語教育概論
日本語教育特別

飯塚明子 災害に強いコ
ミュニティづくり
（基盤）

災害に強いコ
ミュニティづくり
（基盤）

災害に強いコ
ミュニティづくり
（基盤）

災害に強いコ
ミュニティづくり
（基盤）

災害に強いコ
ミュニティづくり
（基盤）

災害に強いコ
ミュニティづくり
（基盤）

災害に強いコ
ミュニティづくり
（基盤）

大野斉子

芸術文化論
表象文化論

湯澤伸夫

モリソン・バーバ
ラ

ジェンダー論 翻訳文学ゼミ 文章表現　A
文章表現　B

翻訳文学論

吉田一彦

言語コミュニ
ケーション研究
D（日本語教
育と国際協力
演習）

多言語コミュニ
ケーション学

日本語教育と
国際協力

柄木田康之

多文化共生
基礎C（文化
人類学）

民族誌学 多文化共生
基礎C（文化
人類学）

民族誌学 オセアニア地
域研究

オセアニア地
域研究

オセアニア地
域研究

中村真

多文化共生コア
B（異文化間コ
ミュニケーション）
対人コミュニケー
ション論

多文化共生コア
B（異文化間コ
ミュニケーション）
対人コミュニケー
ション論

多文化共生コア
B（異文化間コ
ミュニケーション）
対人コミュニケー
ション論

松井貴子

日本文化論A 日本文化論B
日本文化論
演習

磯谷玲

多文化共生基
礎G（国際経
済論）
アメリカの経済と
社会

多文化共生基
礎G（国際経
済論）
アメリカの経済と
社会

松村史紀

多文化共生
基礎F（国際
政治論）

近現代中国
論

槙野佳奈子

フランス文化
論

米山正文

アメリカ文化論
アメリカ文学史
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表2　国際学部関係教員の研究テーマとSDGs国際学部関係教員の研究テーマとSDGs

教員名

重田康博

貧困問題と国
際協力
国際協力NGO
の貧困問題へ
の取り組み

国際協力と食
糧問題

国際協力と保
健医療支援

国際協力と教
育支援

国際協力と
ジェンダー平等

国際協力と
水・衛生問題

持続可能なエ
ネルギー問題

ビジネスと人権 ビジネスと人権 国際協力と格
差是正

国際協力と災
害支援、
NGOと人間の
居住

ビジネスと人権 NGOと気候
温暖化

NGOと海洋
資源

NGOと生物
多様性

市民社会ス
ペース
平和構築

グローバル開
発協力
グローバル・
パートナーシッ
プ

髙橋若菜

循環型社会形
成に関する国際
比較研究
原発震災に関す
る研究

循環型社会形
成に関する国際
比較研究
原発震災に関す
る研究

循環型社会形
成に関する国際
比較研究
原発震災に関す
る研究

循環型社会形
成に関する国際
比較研究
原発震災に関す
る研究

循環型社会形
成に関する国際
比較研究
原発震災に関す
る研究

循環型社会形
成に関する国際
比較研究

循環型社会形
成に関する国際
比較研究
原発震災に関す
る研究

循環型社会形
成に関する国際
比較研究
原発震災に関す
る研究

循環型社会形
成に関する国際
比較研究

循環型社会形
成に関する国際
比較研究
原発震災に関す
る研究

循環型社会形
成に関する国際
比較研究
原発震災に関す
る研究

循環型社会形
成に関する国際
比較研究

循環型社会形
成に関する国際
比較研究
原発震災に関す
る研究

循環型社会形
成に関する国際
比較研究

循環型社会形
成に関する国際
比較研究
原発震災に関す
る研究

循環型社会形
成に関する国際
比較研究
原発震災に関す
る研究

循環型社会形
成に関する国際
比較研究
原発震災に関す
る研究

藤井広重

アフリカと法の
支配
国際刑事裁
判所と平和構
築

アフリカと法の
支配

アフリカと法の
支配

アフリカと法の
支配
国際刑事裁
判所と平和構
築

アフリカと法の
支配
国際刑事裁
判所と平和構
築

アフリカと法の
支配

アフリカと法の
支配

アフリカと法の
支配
国際刑事裁
判所と平和構
築

アフリカと法の
支配

アフリカと法の
支配

アフリカと法の
支配
国際刑事裁
判所と平和構
築

アフリカと法の
支配
国際刑事裁
判所と平和構
築

戚傑

ポストモダニズム
ポストコロニアリズム
グローバリゼーション
学校教育
多文化教育
言語教育

ポストモダニズム
ポストコロニアリズム
グローバリゼーション
学校教育
多文化教育
言語教育

ポストモダニズム
ポストコロニアリズム
グローバリゼーション
学校教育
多文化教育
言語教育

ポストモダニズム
ポストコロニアリズム
グローバリゼーション
学校教育
多文化教育
言語教育

ポストモダニズム
ポストコロニアリズム
グローバリゼーション
学校教育
多文化教育
言語教育

ポストモダニズム
ポストコロニアリズム
グローバリゼーション
学校教育
多文化教育
言語教育

ポストモダニズム
ポストコロニアリズム
グローバリゼーション
学校教育
多文化教育
言語教育

ポストモダニズム
ポストコロニアリズム
グローバリゼーション
学校教育
多文化教育
言語教育

ポストモダニズム
ポストコロニアリズム
グローバリゼーション
学校教育
多文化教育
言語教育

ポストモダニズム
ポストコロニアリズム
グローバリゼーション
学校教育
多文化教育
言語教育

ポストモダニズム
ポストコロニアリズム
グローバリゼーション
学校教育
多文化教育
言語教育

湯本浩之

参加型学習と
参加型開発と
の比較研究

参加型学習と
参加型開発と
の比較研究

参加型学習と
参加型開発と
の比較研究

開発教育やグ
ローバル教育
などの歴史研
究や政策研
究

市民社会組
織による教育
ネットワークの
構築

市民社会組
織による教育
ネットワークの
構築

阪本公美子

「生存をめぐる
パラドックス―
乳幼児死亡
を軸としたタン
ザニア最貧困
地域の比較
研究」
「東アフリカ小
農による内発
的発展の特
徴とその地球

「東アフリカの
野生食用植
物・在来食の
可能性―タン
ザニアにおける
栄養分析を
通して」

「生存をめぐるパラ
ドックス―乳幼児
死亡を軸としたタン
ザニア最貧困地域
の比較研究」
「在来知の格差・
近代的変容・革新
―タンザニアにおけ
る薬草資源と諸ア
クターの役割」
「東アフリカの野生
食用植物・在来食
の可能性―タンザ
ニアにおける栄養分

 「タンザニア南
東部コミュニ
ティにおける女
性世帯主世
帯の脆弱性と
自在性」

「在来知の格
差・近代的変
容・革新―タン
ザニアにおける
薬草資源と諸
アクターの役
割」
「東アフリカの野
生食用植物・
在来食の可能
性―タンザニア
における栄養分

日本の対アフ
リカ援助

飯塚明子

コミュニティ防
災
防災と国際協
力

防災と国際協
力

コミュニティ防
災
防災と国際協
力

防災と国際協
力

防災と国際協
力

コミュニティ防
災、防災と国
際協力

防災と国際協
力

コミュニティ防
災
防災と国際協
力

コミュニティ防
災
防災と国際協
力

コミュニティ防
災
防災と国際協
力

コミュニティ防
災
防災と国際協
力

防災と国際協
力

マリー
ケオマノータム

地域社会開
発と住民組織

地域社会開
発と住民組織

地域社会開
発と住民組織

地域社会開
発と住民組織

地域社会開
発と住民組織

地域社会開
発と住民組織

地域社会開
発と住民組織

地域社会開
発と住民組織

地域社会開
発と住民組織

栗原俊輔

国際開発とガ
バナンス
プランテーショ
ン制度と貧困

国際開発とガ
バナンス
プランテーショ
ン制度と貧困

国際開発とガ
バナンス
プランテーショ
ン制度と貧困

国際開発とガ
バナンス
プランテーショ
ン制度と貧困

国際開発とガ
バナンス
プランテーショ
ン制度と貧困

国際開発とガ
バナンス
プランテーショ
ン制度と貧困

国際開発とガバ
ナンス
プランテーション制
度と貧困
国際協力の効果
的な発信とマーケ
ティング

国際開発とガバ
ナンス
プランテーション制
度と貧困
国際協力の効果
的な発信とマーケ
ティング

国際開発とガバ
ナンス
プランテーション制
度と貧困
国際協力の効果
的な発信とマーケ
ティング

丁貴連

文学で考える豊か
さの中の貧困問題
―明治下層記録
文学『貧天地饑寒
窟探検記』『最暗
黒の東京』『日本の
下層社会『を手掛

冷戦崩壊後
の軸を喪失し
た世界に今、
最も必要とさ
れる教育は
「文学」なので

家父長制が
作り上げた「性
役割」の歴史
に挑む－ジェ
ンダー格差社
会を生き抜く

グローバルな資本
主義経済が作り
出す「際限のない
欲望」と「新たな
貧困問題」を前
に文学は何をす
べきか。

東アジアにはび
こる反日感情を
変えた日本文
学
アジアをつなぐ
日本のポップカ

文学が映し出す冷
戦崩壊後の世界の
分からなさ―１９
９５年地下鉄サリ
ン事件と２００１
年９・１１テロ、２
０１１年東日本

文学が伝える災
厄（天災及び人
災）の真実－関
東大震災・原
発・戦争・阪神
大震災・東日本
大震災

松金公正

中国仏教社
会史研究

台湾史研究
社会における
博物館の役
割と機能に関
する研究

台湾史研究 台湾史研究
中国仏教社会
史研究
社会における博
物館の役割と機
能に関する研究

台湾史研究
中国仏教社会
史研究
社会における博
物館の役割と機
能に関する研究

社会における
博物館の役
割と機能に関
する研究

社会における
博物館の役
割と機能に関
する研究

田巻松雄

グローバル都
市の底辺層の
構造と変容

外国人生徒
の学びの場に
関する研究

グローバル都
市の底辺層の
構造と変容

古村学

離島および半
島における人
びとの生活

離島および半
島における地
域生活

離島および半
島における地
域生活

世界自然遺
産地域におけ
る人びとの生
活

世界自然遺
産地域におけ
る人びとの生
活

清水奈名子

原発震災後
の人間の安全
保障

共感の反社
会性を踏まえ
た教育モデル
構築

国連安全保障
体制における文
民の保護
原発震災後の人
間の安全保障

原発震災後
の人間の安全
保障

国連安全保障
体制における文
民の保護
原発震災後の人
間の安全保障

原発震災後
の人間の安全
保障

国連安全保
障体制におけ
る文民の保護

国連安全保
障体制におけ
る文民の保護

スエヨシ　アナ

日本とペルー
の間移動する
二世日系ペ
ルー人

雇用政策と高
等教育の関
係性（日本、
メキシコ、マ
レーシア）

日本における
日系南米出
身労働者とア
イデンティティ

日本における
一世と二世ペ
ルー人のアイデ
ンテティ形成の
差異

日本における
日系南米出
身労働者とア
イデンティティ

松尾昌樹

中東における
福祉レジーム
の研究

ジェンダー格差
を生成・維持
する政治・経
済・社会基盤
の比較研究

化石燃料に
基づく経済活
動の継続性と
その影響に関
する研究

労働移民の
社会的包摂
に関する国際
比較研究

イノベーションと
産業構造・移
民の相関関
係の分析

集団間の格
差を生成する
政治・社会制
度の比較研
究

平和維持・構
築と産業・経
済構造の相
関分析

経済・社会開
発の阻害要
因を比較分
析を通じて明
らかにする在日朝鮮人

の学校の歴史
1870年代熊
本における女
子教育の導
入の歴史

日本における
「平等」「権
利」「自由」の
概念の歴史

明治前期の士族
反乱・内戦の研
究、明治前期に
おけるグローバル
ガバネンスの研究

金子亜美

南米先住民
言語教育

植民地期南
米での先住民
のキリスト教化
における土着
言語への介入

ヨーロッパによ
る南米先住
民のキリスト教
化事業

中村真

共感の反社
会性を踏まえ
た教育モデル
構築

社会的共生と
排斥行動
表情と感情の
コミュニケーショ
ン

社会的共生と
排斥行動
表情と感情の
コミュニケーショ
ン

社会的共生と
排斥行動

高山道代

世界の言語の
なかの日本語
（音韻、語
彙、文法の構
造）

日本語におけ
る役割語と
ジェンダー

世界の言語の
なかの日本語
（音韻、語
彙、文法の構
造）

立花有希

移民背景を
持つ児童生
徒の教育

若年層難民
に対する職業
教育

国際学力調
査の分析

道徳教育の
国際比較

佐々木一隆

言語・文化・
比較と経験科
学

多文化共生と
言語の重要
性

グローバル社
会における言
語の役割



13

倪 永茂

情報化社会
における集合
知形成の可
能性

情報化社会
における集合
知形成の可
能性

鎌田美千子

言語教育研究
外国人児童生
徒への学習支援
に関する方法論
的研究
日本語教員養

言語教育研究
外国人児童生
徒への学習支援
に関する方法論
的研究
日本語教員養

出羽尚

イギリスの美術
と文化の研究

槙野佳奈子

科学普及活
動の歴史と現
在に関する研
究

湯澤伸夫

現代英語音
声の特徴と英
語音声教育
への応用

吉田一彦

成人外国語
学習者の特
質に合った学
習法･教授法
の開発

相互理解促
進に供する多
言語によるコ
ミュニケーション
の可能性

言語普及政
策･教育政策
の検討

柄木田康之

文化の多様
性をふまえた
ジェンダーの平
等性の構築

資本主義的
商品交換とは
異なる社会関
係の可能性を
検討する

文化相対主
義にもとづく異
なる文化間の
平等の構築

資本主義的
商品交換とは
異なる社会関
係の可能性を
検討する

太平洋島嶼
社会の海洋
適応の研究

太平洋島嶼
社会の海洋
適応の研究

移民ネットワー
クに基づく地
域間連携の
検討

モリソン・バーバラ

多文化共生と
仏教（寺）

磯谷玲

アメリカの金融
制度

松井貴子

多文化の同
質性と異質性

松村史紀

総力戦と冷戦
の比較研究

大野斉子

ロシア帝国の
ウクライナ文化
研究

米山正文

アメリカ文学に
おける民族表
象
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